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音声認識を利用したリアルタイム字幕提示システム
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要旨：音声通訳者（入力担当オペレータ）は、話者の音声を聞きながら話者の音声内容を１台目のパソコ

ンである文字入力用パソコンへ発話する。文字入力用パソコンは、音声通訳者が発話した音声を特殊な機

器を必要としない安価な音声認識ソフト（ＶｉａＶｏｉｃｅ９８）のダイレクトディクテーションモード

により、テキストウインドウに、設定した文字サイズ、フォント、文字色で文字化して提示するとともに、

ＲＳ－２３２Ｃを介して２台目のパソコンである文字修正用パソコンヘ文字コードとして送出する。文字

修正用パソコンは文字入力用パソコンから送出された文字コードを読みやすい文字サイズ、フォント、文

字色で字幕として表示する。修正担当オペレータは表示された字幕の誤字、脱字を確認し、字幕の修正を

行う。このような手法により、リアルタイムで、音声認識を活用した字幕の入力作業と、字幕の誤字、脱

字の修正作業が同時に行うことができるリアルタイム字幕提示システムを開発したので、このシステムの

機能、特徴等について報告する。
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はじめに１． トデイクテーションモードにより、テキストウインドウ

に、設定した文字サイズ、フォント、文字色で文字化し

て提示するとともに、ＲＳ－２３２Ｃを介して２台目の

パソコンである文字修正用パソコンへ文字コードとして

送出する。文字修正用パソコンは文字入力用パソコンか

ら送出された文字コードを読みやすい文字サイズ、フォ

ント、文字色で字幕として表示する。修正担当オペレー

タは表示された字幕の誤字、脱字を確認し、字幕の修正

を行う。このような手法により、リアルタイムで、音声

認識を活用した字幕の入力作業と、字幕の誤字、脱字の

修正作業が同時に行うことができる特定話者の音声認識

によるリアルタイム字幕提示システムを開発したので、

このシステムの機能、特徴等について報告する。

~股教育講義室には、高速で文字が入力できるＤＯ

Ｓ／ＶパソコンのＷｉｎｄｏｗｓＮＴに対応した日本語

高速入力システム（Ｗｉｎｄｏｗｓ対応ステノワードＰ

Ｃシステム)、校正器と字幕挿入装置（ＶＩＰ－４１０

０Ｒ）を連動させ、1セット目のステノワードＰＣシス

テムで発話の内容を先ずひらがなで入力、表示し、その

後かな・漢字変換を行い、かな漢字混じり文を提示し、

２セット目のステノワードＰＣシステムで、１セット目

で入力した確定文章の誤字、脱字の修正を行い、より正

確な字幕を話者の映像と共にリアルタイムで提示するＷ

ｉｎｄｏｗｓ対応連弾入力方式ＲＳＶシステム１１が設置

されている。しかし、このシステムで使用されている高

速で文字の入力が可能なステノワードＰＣキーボード

は、数個のキーを同時に押して文字列を入力する特殊な

キーボードであるため、専門に養成されたオペレータが

入力する必要があった。

そこで、我々は、専門に養成されたオペレータが入力

するのではなく、特殊な機器を必要としないパソコンで

動作する安価な音声認識ソフト（ＶｉａＶｏｉｃｅ９８）

を活用した、次のようなシステムを開発した。

音声通訳者（入力担当オペレータ）は、話者の音声を

聞きながら話者の音声内容を１台目のパソコンである文

字入力用パソコンへ発話する。文字入力用パソコンは、

音声通訳者が発話した音声を音声認識ソフトのダイレク

２．ハードの構成

本システムの構成を図ｌに示す。また、機器の型名、

メーカ、及び性能は次の通りである。

(1)文字入力用パソコン

・ＳＯＬＯ９１００ＸＬ

（日本ゲートウェイ２０００）

・ＣＰＵ：ＰｅｎｔｉｕｍⅡ３００ＭＨｚ

・ＲＡＭ：９６ＭＢ

（２）マイク

・ＭＤ４２５

（ＳＥＮＮＨＥＩＳＥＲ）
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・ダイナミックマイク

（３）文字修正用パソコン

・ＤＩＭＥＮＳＩｏＮＸＰＳＤ３３３

（デルコンピュータ）

・ＣＰＵ：ＰｅｎｔｉｕｍⅡ３３３ＭＨｚ

・ＲＡＭ：１２７ＭＢ

（４）字幕合成器

・す－ぱ－・てるつば－

（コンパル）

・コンポジットビデオ入出力

.Ｓビデオ入出力

・カラーキー設定

４．ソフトの機能、特徴

開発した文字入力用パソコンで動作する文字表示・送

出ソフトと、文字修正用パソコンで動作する字幕提示ソ

フトの機能、特徴は次の通りである。

（１）文字表示・送出ソフト

①文字サイズ、フォント、文字色、背景色の設定が可能

②ＲＳ－２３２Ｃポートのパラメータ設定が可能

③入力した文章をテキストファイルとして保存可能

④入力された音声は音声認識ソフト（ＶｉａＶｏｉｃｅ

９８）のダイレクトデイクテーションモードによりテ

キストウィンドウヘ文字として提示

⑤提示された④の文字はリアルタイムに文字コードとし

てＲＳ－２３２Ｃポートから送出

（２）字幕提示ソフト

①文字サイズ、フォント、文字色、背景色の設定が可能

②ＲＳ－２３２Ｃポートのパラメータ設定が可能

③入力した文章をテキストファイルとして保存可能

④ＣＲＴ画面に表示されている「修正ボタン」をマウス

でクリックすることで、誤字、脱字の修正が可能

⑤修正作業中に音声通訳者が音声で入力した文字コード

をＲＳ－２３２Ｃの受信バッファメモヘ蓄積可能

⑥修正作業後、ＲＳ－２３２Ｃの受信バッファメモリへ

蓄積されていた文字コードを取り出し字幕として提示
可能

３．ソフトの構成

本システムのソフトウェア構成は次の通りである。

（１）文字入力用パソコン

①ＯＳ

・ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＷｉｎｄｏｗｓ９８

（マイクロソフト）

②開発言語

・ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃ

Ｖｅｒ、５．０

（マイクロソフト）

③音声認識ソフト

・ＶｉａＶｏｉｃｅ９８

（日本ＩＢＭ）

④日本語変換システム

・ＡＴＯＫ１２

（ジャストシステム）

⑤開発ソフト

・ＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃで開発した文字表示・送

出ソフト

（２）文字修正用パソコン

①ＯＳ

・ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＷｉｎｄｏｗｓ９５

（マイクロソフト）

②開発言語

・ＭｉｃｒｏｓｏｆｔＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃ

Ｖｅｒ、５．０

（マイクロソフト）

③日本語変換システム

・ＡＴＯＫｌ２

（ジャストシステム）

④開発ソフト

・ＶｉｓｕａｌＢａｓｉｃで開発した字幕提示ソフト

５．システムの動作

本システムの動作は次の通りである。

（１）音声通訳者（入力担当オペレータ）は話者の音声

を聞きながら、話者の音声内容を発話する。

（２）音声通訳者が発話した音声はマイクを介して文字

入力パソコンのマイク入力端子へ入力される。

（３）入力された音声はダイレクトデイクテーションモ

ードで動作している音声認識ソフト（ＶｉａＶｏｉｃｅ

９８）で認識される。

（４）認識された音声は、開発した文字表示・送出ソフ

トにより設定した文字サイズ、フォント、文字色、背景

色でテキストウィンドウに文字として提示されるととも

にＲＳ－２３２Ｃを介して文字修正用パソコンへ文字コ

ードとして送出される。

（５）文字修正用パソコンは開発した字幕提示ソフトに

より送出された文字コードを字幕として読みやすい文字

サイズ、フォント、文字色、背景色でＣＲＴ画面へ提示

する。

（６）文字修正担当オペレータは、（５）のＣＲＴ画面に

提示された文章の誤字、脱字を判断した後、修正作業を

行うかどうかを決める。
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修正する場合は（誤字、脱字がある場合)、次のよう

な手順で作業を行う。

①修正担当オペレータは、文字修正用パソコンに表示さ

れている「修正ボタン」をマウスでクリックし、誤字、

脱字の修正を行う。

②文字修正用パソコンは開発した字幕提示ソフトによ

り、文字修正担当オペレータの修正作業中に、音声通

訳者が文字入力用パソコンへ音声で入力した文字コー

ドを、ＲＳ－２３２Ｃの受信バッファメモリに蓄積す

る。

③文字修正担当オペレータは、修正作業終了後、文字修

正用パソコンに表示されている「修正ボタン」をマウ

スでクリックする。

④文字修正用パソコンは②で蓄積したＲＳ－２３２Ｃの

受信バッファメモリの文字コード（修正担当オペレー

タの修正作業中に、音声通訳者が音声で入力した文字

コード）を設定した文字サイズ、文字色、文字フォン

ト、背景色で文章として文字修正用パソコンのＣＲＴ

画面へ提示する。

（７）ＣＲＴ画面に提示された文章は、ビデオ合成器に

よりビデオカメラで撮影された話者の映像とともに字幕

としてモニタへ提示される。

文字入力用パソコン

（SOLO9100XL）

文字修正用パソコン

のＩＭＥＮＳＩＯＮＸＰＳＤ３３３）

音声通訳者
マイク

(MD425）

。￣卜

号
瀦
ｅ

RS-232C

① □̄
、／

＝琴_-.-.卍-.---.-.-二’

ビデオ合成器

(す－ぱ－・てるつば一）

モニタピ デオカメラ

に。
、ソ

Ｖ

図ｌシステムの構成

６．字幕提示画面

図２に文字修正用パソコンの字幕提示画面を示す。

この画面は４領域で構成されている。

（１）設定領域

字幕の文字色、文字サイズ、フォント、背景色等を設

定する領域である。

（２）映像表示領域

話者の映像等を表示する領域である。ＣＲＴ画面上で

は青の背景色が表示されているが、モニタ（テレビ画面）

では話者等の映像が提示される。

（３）字幕提示領域

前述（１）で設定した文字色、文字サイズ、フォント、

背景色で、文字入力用パソコンで入力された字幕と文字

修正用パソコンで誤字、脱字を修正した字幕を提示する

領域である。背景色を青に設定すると、話者等の映像に

字幕がスーパーインポーズされる。青以外の背景色に設

定すると、設定した背景色に文字が上書きされる。

（４）字幕修正ボタン領域

マウスで「修正ボタン」をクリックすると、文字入力

用パソコンで入力された字幕の誤字、脱字の修正が可能

となる。字幕の修正作業終了後、もう一度、「修正ボタ

ン」をクリックすると、修正作業中に音声通訳者が入力

した字幕（文字修正用パソコンのＲＳ－２３２Ｃの受信

バッファに蓄積されていた文字）が提示される。
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今後の課題は次の通りである。

（１）本システムを様々な場面で使用し、システムの問

題点、改良点を明確にする。

（２）字幕の字幕の行送りを行毎ではなく、徐々に上が

るようにソフトを改良する。

（３）音声辞書登録を充実させ、音声認識の精度を向上

させる。

（４）音声入力方式以外にも、開発済みの高速で文字の

入力ができるステノワードＰＣキーボード'１を文字入力

パソコンへ接続し、システムの拡張性を検証する。

尚、本研究は本学平成１０年度教育研究特別経費（学

長裁量経費）により行われた。

７．字幕提示例

図２に本システムで入力した字幕の提示例を示す。

音声通訳者は音声認識の精度を向上させるため、２時間

程度、音声認識ソフト（ＶｉａＶｏｉｃｅ９８）のエン

ロールを実行した。

音声通訳者が発話した内容は「これは音声認識を利用

したリアルタイム字幕提示システムですまる」であり、

提示された字幕は「.．_これは音声認識を利用したり

アルタイム内幕を提示システムです｡」であった。（但し、

発話した文末の「まる」は音声認識ソフトにより自動的

に「｡」に変換される｡）

アンダーライン「」を付加した文字は音声認識ソフ

トの誤認識である。また、アンダーライン「」を付加

した文字は、開発したソフトの立ち上げ時のみの不具合

であるため、特に問題ないと思われるが、ソフトの改善

で削除可能である。 参考文献
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図２字幕提示画面

８．おわりに

本研究では、一般に販売されている機器やソフトによ

り特定話者の音声認識によるリアルタイム字幕提示シス

テムの開発について報告した。
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